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▲グラウンド・ゴルフ大会

人□の動き
(6月 4日現在)

世帯数 2,532( 4)
男  3,936(-7)
女  4,271(-8)
総 数 8,207(-15)

●   ●

●   ●

材 料  (1人 分 )
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されル なヽ色どりのカステラが仕上がっていると

思います。それぞれに独特の味の変化もあり、里1`

菜ぎらいの人にも良いおやつです。カロリーが高

くなりがちです。食べる分量に注意しましょう。
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〔野菜入り蒸しカステラ〕

①
卵
と
砂
糖
を
湯
煎
に
か
け
な
が

ら
泡
立
て
る
。

②
火
か
ら
お
ろ
し
て
荒
熱
が
と
れ

る
迄
さ
ら
に
泡
立
て
る
。

③
ふ
る

っ
た
小
麦
粉
、
Ｂ

・
Ｐ
を

さ

っ
く
り
混
ぜ
る
。

④
サ
ラ
ダ
油
、
牛
乳
、
重
そ
う
を

入
れ
る
。

⑤
蒸
し
器
で
強
火
で
約
二
〇
分
間

蒸
す
。

a

a..a..a

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
讀
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
志

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。
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作

り

方

今月の表紙
第

一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
協
会
長
杯
が
六
月
二
十
三
日
、

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
開
か
れ

ま
し
た
。

最
高
齢
者
賞
を
受
賞
し
た
高

倉
誓
さ
ん

（８３
）
ほ
か
町
内
か

ら
百
十

一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
通
り
。

●
男
子
の
部
　
①
後
藤
　
保

②
山
室
俊

一　

③
甲
斐
昭

一

●
女
子
の
部
　
①
高
倉
ツ
ヤ

②
宇
藤
ト
ヨ
子
　
③
興
相
タ

メ
´
ヨ
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一

ｔ
レ
ー

Л
Ｈ
４
ハ

お

平成4年度健康診査結果からＩ
腐
は
――
本
人
の
食
生
活
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
最
近
は
海
外
で
も
、

健
康
食
品
と
し
て
人
気
が
あ
る
よ

う
で
す
。

豆
腐
は
柔
ら
か
い
の
で
、
水
で

冷
や
す
と
き
に
蛇
口
か
ら
直
接
水

を
当
て
る
と
形
が
崩
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
豆
腐
を
ボ
ー
ル
に
入

れ
、
蒸
し
器
の
中
ぶ
た
を
そ
の
上

に
か
ぶ
せ
て
水
を
流
す
と
、
豆
腐

に
直
接
当
た
り
ま
せ
ん
。
水
道
の

水
は
、
細
か
く
出
し
ま
し
よ
う
。

切
り
方
に
も
、
豆
腐
の
形
を
崩

れ
さ
せ
な
い
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
な
ど
を
ま
な
板
の
上
で
切
る

と
き
は
、
普
通
は
右
か
ら
切

っ
て

い
き
ま
す
が
、
百
二腐
は
左
か
ら
右

に
向
か

っ
て
切

っ
て
い
く

の
が
ポ

イ

ン
ト
。
左
手
で
切
れ
た
豆
腐
を

支
え
な
が
ら
切

っ
て
い
け
る
の
で
、

倒
れ
た
り
崩
れ
た
り
す
る
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。
途
中
で
向
き
を
変

丁
を
引
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
Ｌ

か
ら
抑
え
る
よ
う
に
し
て
切
り
ま

す
。豆
腐
は
熱
し
過
ぎ
る
と
、
す
（泡

の
よ
う
な
多
く
の
穴
）
が
入
り
ま

す
。　
一
％
ぐ
ら
い
の
薄
い
塩
水
を

つ
く
り
熱
す
前
に
二
十
分
ほ
ど

つ

70歳以上

計
Λ
ロ

の
で
し
よ
う
。
一だ
し
を
と
る
た
め
」

「鍋
の
底
に
兵
が

つ
か
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
」
は
、
当
た
り
前
で

す
ね
。
実
は
も
う

一
つ
、
す
が
人

ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
大
事
な
役

目
が
あ
り
ま
す
。
昆
布
を
な
べ
の

底
に
敷
く
こ
と
で
、
Ｈ
腐
を
直
接

熱
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
す
。
ご
存
知
で
し
た
か
。
先

人
の
知
恵
で
す
ね
。

自分の体にも愛情を高
　
森

。
昭
　
和 受診者の95。 8%の人に異常総合判定

異常なし
146人

年
々
増
え
続
け
て
い
る

高
脂
血
症

私
た
ち
は
毎
朝
、
鏡
に
向
か
い

容
姿
を
整
え
、
フ
ア
ツ
シ
ヨ
ン
や

ス
タ
イ
ル
等
を
気
に
す
る
も
の
で

す
が
、
体
の
中
の
様
子
に
目
を
向

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

平
成
四
年
度
の
四
〇
歳
以
上
の

健
康
検
査
の
状
況
を
み
る
と
、
受

診
者
の
九
五

・
八
％
の
人
に
何
ら

か
の
体
の
異
常
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
特
に
増
え
て
き
て
い

る
の
が
高
脂
血
症
。
血
液
中
の
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
増

え
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
状
態

が
続
く
と
、
動
脈
硬
化
に
よ
り
高

血
圧
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
腎
臓

病
な
ど
様
々
な
病
気
を
引
き
お
こ

し
て
き
ま
す
。
今
、
成
人
病
の
若

年
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
脂
血
症
も
若
い
世
代
か
ら
す
で

に
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

体
の
変
化
に
早
＜
気
付
き

病
気
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

次
に
気

に
な
る
の
が
高
血
圧
。

健
診
に
よ
る
異
常
者
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
医
療
受
診
件
数

は
ト

ツ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

更
に
、
全
体
的
に
は
少
数
な
が

ら
急
増
し
て
い
る
の
が
高
血
糖
。

血
液
の
中
の
糖
の
処
理
が
う
ま
く

い
か
ず
増
え
て
い
る
状
態
で
、
糖

尿
病
を
引
き
お
こ
し
、
視
力
の
低

下
、
神
経
障
害
、
腎
不
全
な
ど
の

重
症
化
を
招
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
貧
血
。
血
液
が
う
す

く
な

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
毎
年

指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
放
置
し
て
い

る
人
が
多

い
よ
う
で
す
ず
ジ
ワ
ジ

ワ
と
う
す
く
な

っ
て
い
る
場
合
、

自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
　
Ｏ

ん
が
、
が
ん
や
潰
瘍
、
子
宮
筋
腫

な
ど
他
の
病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
体
の
中
の
変
化
に

早
く
気
づ
い
て
食
事
や
生
活
に
注

意
す
る
こ
と
で
病
気
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い

一
つ
し
か
な
い
自
分
の
体
で
す
。

日
に
見
え
な
い
所
で
ど
う
変
化
し

て
い
る
か
年
に

一
度
は
健
診
を
受

け
、
い
た
わ

っ
て
あ
げ
て
下
さ

い
。

ｎ
＝

７
月
１１
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

圏
②
３
３
６
１

７
月
１８
日
　
渡
　
辺
　
内
　
科

８
０
１
７
７
７

７
月
２５
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
１
９

８
月
１
日
　
立
　
野
　
病
　
院

８
③
０
１
１
１

８
月
８
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
⑦
２
０
３
０

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。　
　
（②
‐
２
２
２
２
）

上
か
ら
抑
え
る
よ
う
に
切
る

え
る
と
き
は
、
一呈
腐
を
動
か
す
の

で
は
な
く
、
ま
な
板
を
回
し
ま
す
。

豆
腐
は
、
み
そ
汁
の
具
の
代
表

格
で
す
。
さ
い
の
日
に
細
か
く
切

る
Ｌ
き
は
、
手
の
平
に
の
る
大
き

さ
に
豆
腐
を
切
り
、
片
手
に
豆
腐

を
の
せ
そ
の
上
で
切
り
ま
す
。
包

け
て
お
く
と
す
が
入
り
に
く
く
な

り
、
煮
崩
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
湯
豆
腐
の
場
合
は
、
な
ベ

に
少
阜里
の
塩
を
直
接
入
れ
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
Ｉ
腐
を
使

っ
た
な
べ
料

理
で
は
、
な
せ
底
に
昆
布
を
敷
く

矢

野

〓早

子

さ

ん
０

異常なし

圏璽1異常あり

●   ●

●   ●

☆仕事は楽 しいですか

歯科衛生士になって 4年 目。まだまだ

技術的に満足のいく仕 'Fができていませ

ん。いろんな人との出会いもある、楽し

い仕事なのでこれからも頑張っていきた

いと思います。

☆今、いちばんやりたいことは

長期の旅行に行きたい。

☆町 |こ対 して一言

環境を生かした町づくりを期待してい

ます。

肥満
20      40     60      80     1009も

40     60      80     1009も

涯ヨン

高血圧
0      20

40

50～

70歳以上

合  計

(1,天神 。前原線道路改良工事

月20日 )

10,400,000「 ll

●大村・上平原線側溝改修■l'1千

月10日 )

5,900,000PI

(工期  6月 25日 ～10

侑)後藤建設

(工期  6月 25日 ～10

1資)池 日1建設

[i今康 |1午 前 9

時か ら午後 5

時 まで

(13)

豆

腐

の
料

理

要指導
1,117人

治療中
639人

3,013人

要治療
1,111人

■勤務先

■趣 味

■血 11文型

片||1歯科医院

1流子|ト

のんびりな性格のA型
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お 知 ら せ

20     40      60     80     100%
総コレステロール
0      20     40

貧血

60      80     1009も

20     40      60     80     1009′ 6

血糖

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
７
月
２８
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
７
月
１７
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

母
子
相
談
員
に
よ
る
母
子
家
庭

巡
回
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
７
月
１３
日

（火
）
午

前
９
時
３０
分
か
ら
１２
時

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
町
民
相
談
室

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
無
料
人
権
相
談
所
が
開
か

れ
ま
す
。
人
権
問
題
や
家
庭
内

・

相
隣
関
係

・
借
地

・
借
家

・
金
銭

問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
／
７
月
１６
日

（金
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

県
教
育
委
員
会
で
は
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

専
門
の
医
師

・
教
師
に
よ
る
巡
回

相
談
を
開
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
８
月
２
日

（月
）
午

前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

■
と
こ
ろ
／
宮
地
小
学
校

（
８
０

９
６
７

・
２
２

・
０
１
１
３
）

■
申
し
込
み
方
法
／
町
教
育
委
員

会

（
奮
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
に
電
話
、

ま
た
は
口
頭
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
相
談
内
容
／
身
の
回
り
の
こ
と

に
手
助
け
が
い
る
。
ひ
と
り
で
体

を
う
ま
く
動
か
せ
な
い
。
勉
強
が

お
く
れ
が
ち
。
ひ
と
り
遊
び
が
多

い
。
こ
と
ば
に
つ
い
て
心
配
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
み
な

さ
ま
と
育
児
や
指
導
法
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
ま

た
は
県
教
育
庁
教
育
振
興
諜
特
殊

教
育
指
導
班

（
８
０
９
６

・
３
８

３

・
１
１
１
１
　
内
線
６
６
５
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
各
地

の
郵
便
局
に
勤
務
す
る
郵
政
職
員

（外
務
職
）
を
、
次
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員
／
約
２９０
名

（北

九
州
地
区
約
２３５
名
、
南
九
州
地
区

約
５５
名
）

■
受
験
資
格
／
昭
和
３３
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
５３
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

■
仕
事
の
内
容
／
郵
便
物
の
配
達

。
取
集
め
、
郵
便

・
貯
金

・
保
険

の
各
種
商
品
の
販
売
等
の
仕
事
に

従
事
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
７
月
１
日

（木
）

か
ら
７
月
１５
日

（木
）

■
第
１
次
試
験
日
／
８
月
２２
日
（日
）

■
受
験
申
し
込
み
手
続
き
／
受
験

案
内
、
申
込
書
等
に
つ
い
て
は
、

町
内
各
郵
便
局
に
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
で
は
、
本
年
度
も
ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
を
図
る
た
め

の
研
修
を
平
成
５
年
１０
月
か
ら
平

成
６
年
２
月
ま
で
の
間
に
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

研
修
は
、
１
級
課
程
か
ら
３
級

課
程
ま
で
の
３
課
程
に
分
か
れ
て

お
り
、
中
で
も
２
級
、
３
級
課
程

は
、
研
修
の
対
象
を
現
に
市
町
村

の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
幅
広
く
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
料
／
２
級
課
程

（７
、
０

０
０
円
）
、
３
級
課
程

（２
、
５
０

０
円
）

■
募
集
期
間
／
７
月
１
日

（木
）

か
ら
７
月
３１
日

（土
）

詳
し
く
は
、
町
役
場
町
民
福
祉

課

（②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

へ
。

0

40

50～

60～ 69

70歳以上

合  計

40～49

50～

70歳以上

60

70歳以上

合  計

合判定
20

70歳以上

計
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総
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△
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平成 5年

期 間

平成5年7月 21日図から

7月 30日 (3までの1□日間

運動 の 重点 目標

★ シートベルトの着用の徹底

★ 過労・無謀運転の防止

熊本県交通安全推進連盟

,,

′
ｔ

ゆ
ず
り
あ
い
・あ
り
が
と
う
“

安
心
交
通

く
ま
も
と

ヽ

(12)(3)

年

　

金

法
　
律

（無
料
）

母

子

家

庭

自衛官募集
高校 3年生の皆さん、 7月 1日
から自衛官募集が始まります。

特別職の国家公務員として技術

を身につけ、安定して働ける職場

です。

1.二等陸 上、海士、空士 (男子
・女子 )

2. ―一般曹 (民 :ネ南」:(ツ;ル・ `←了‐)

3.一般曹候学生 (男子・女子 )
4.航空学生 〔ハイロット〕 (男子
・女子 )

5.看護学生 (女
「
)

6.防衛大学校生 (男子・女子 )
7.防衛医科大学校生 (男子・女
子 )

詳しくは、役場総務課 自衛隊係

(a② llll)ま たは、自衛隊熊本地

方連絡部阿蘇募集事務所 (80967-

34-0348)に お尋ねください。
今

年

入
隊

の
岩

下
治

樹

く

ん

（左
）
と
甲
斐
貴

宏

く

ん

（右
）

人
　
権

（無
料
）

育

児

・
就

学

交通事故防止

郵

政

職

員

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
養
成

受
講
生

7/15日 (水 )7/26日 (月 )8/5日 (木)時間 9時～15時

「

‐
'~~



鶉 玲 隋 鰈 瘍 隋 瘍 鶉 明るい家庭は健康から
■レン トゲンと成人病健康診査が始まります。■

○胸部レントゲン検診 (18歳以上の方)

・早期発見、早期治療で結核及び肺ガンをなくしましょう。

題「おとうさん」 題「おとうさん」 ・検診は、わずかな時間で済みます。衣類は着脱 しやすいものを着ておいでください。

○成人病健康診査 (40歳以上の方 )

・健康診査の内容 (問診、身長、体重、診察、血圧測定、血液検査、検尿、心電図、眼底検査 )

平成 5年度一般住民レントゲン成人病健康診査日程表

年長組

ほんだ やすひさ くん

年長組

ほんだ まこ ちゃん

担
任
の
古
庄
美
華
先
生
が
ら
…
お
と
う
さ
ん
が
バ

ン
ザ
イ
し
て
喜
ん
で
あ
ら
れ
る
よ
う
す
で
す
ね
。

と
て
も
そ
っ
く
り
に
が
け
て
い
ま
す
。

担
任
の
古
庄
美
華
先
生
が
ら
…
大
好
き
な
お
と
う

さ
ん
の
顔
を
よ
く
み
て
か
け
て
い
ま
す
。
お
話
し

て
＜
れ
て
い
る
と
き
の
あ
と
う
さ
ん
み
た
い
で
す
。

● ●

独
り
旅
海
辺
の
宿
や
明
け
易
し

借
景
に
祖
母
の
峯
お
き

つ
つ
ぢ
燃
ゆ

水
張

っ
て
植
田
は
空
の
色
青
し

通
院
を
重
ね
求
め
し
夏
帽
子

退
院
の
麦
秋
の
道
ま
ぶ
し
く
て

飛
び
苗
を
移
し
植
え
る
も
走
り
梅
雨

鷲

'F

句

ほ
ぼ
同
じ
　
針
の
穴
か
ら
見
た
世
界

ひ

っ
付
ィ
て
　
記
念
写
真
の
窮
屈
さ

大
迷
惑
　
死
の
商
人
の
尻
ぬ
ぐ
い

ひ
っ
付
イ
て
　
離
れ
ん
か
ち
う
発
車
ベ
ル

一
日
散
　
入
院
先

ア
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
日
散
　
９
条
が
武
器
使
わ
せ
ん

大
迷
惑
　
保
釈
金
だ
け
縁
家
内

だ
か
ら
安
心
　
今
政
敵
は
塀
の
中

大
迷
惑
　
俺
が
家
え
来
て
泳
ぐ
鯉

逃
げ
ら
れ
ん
　
男
の
意
地
で
添
う
た
妬

●   ●

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南
は
じ
め

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
里
女

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

松 岩 熊 浦 岡 林
野 下 川 塚 本 田

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

（阿
蘇
御
神
火
会
）

一
士戸

琴
司
南
天
豊
泉
哀
草

(11)

月    日 区域 健 診 会 場 小 部 落 名 受 付 時 間

7月 16日 (金 )
上 在
村 山 憩いの家

上在

村山

9 :30^-11 :30
13: 30^-15:30

7月 19日 (月 )
中

矢津田
草部北部小学校体育館

吉尾野

柳谷

30^‐ 10

30^-11

30^-14
30～ 15

30

30

30

30

7月 20日 (火 )

草 部
永野原

下 切
草部基幹集落センター

木郷・川走 。小崎・山の口

社倉

幸子・小楢木・大楢木・永野原 。大仲野

大字下切・小仲野・岩神

9

10

13

14

30^´ 10

00～ 11

30^ν 14

30～ 16

00

30

30

00

7月 21日 (水 )

菅  山 菅山集会所 大字菅山

草 部
芹 口 草部南部小学校体育館

宮原・官の馬場・灰原

男原・柿迫・菅の迫・中村

芹口。中間・古畑・馬場・

10

13

14

40～ 11

30～ 14

30～ 15

30

30

30

7月 22日 (木 )

尾  下 尾下体育館
片山

百刈

多々野・久保・下山

大畑・馬渡・牧戸

9:30～ 10
10: 10～ 11

河  原 河原小学校体育館
市野尾・上玉来 。大道

河原・味鳥・黒岩・当

13

14

30^‐ 14:30
30´ ンヽ15 1 30

7月 23日 (金 )
天 神
昭 和 下町公民館

天神

昭和
日召不‖

9

10

13

30～ 10

30^ツ 11

30´ ンヽ16

30

30

00

7月 26日 (月 )
上 町
下 町

下町公民館

上町

下町

下町

9

10

13

30^ツ 10

30^‐ 11

30～ 16

30

30

00

7月 27日 (火 )

冬 野
津 留
森

高森小学校体育館

冬野

津留

森

9

10

13

30～ 10

30～ 11

30～ 15

30

30

30

7月 28日 (水 ) 色  見 JA下色見支所集会所

9

10

13

14

30～ 10

30^-11

30ヽ 14

30～ 15

30

30

30

30

7月 29日 (木 ) 上色見 上色見小学校体育館

東中原

洗川

30^´ 10

30～ 11

30～ 14

30～ 15

30

30

30

30

7り130日 (金 )
野 尻
津 留 野尻林業

センター

河地

水野

平・

上́剛
´

上津留 ネ申1京

仲江・宮園・

・下町・栃原

9

10

13

14

30^-10
30^´ 11

30^ν 14

30^-15

30

30

30

30

8月 2日 (月 )
里予  ,ブこ 野尻林業センター

川上・胡桃原

倉地・水上・井上

9:30^-10
10: 10^-11

10

00

旭  通 下町公民館 旭 通 13:30^‐ 16 :00

8月 3日 (火 ) 横 田r 高森小学校体育館 横町

他の場所で受診漏れの人

9 :30～ 11 :30
13:30～ 16:00

肥

後

狂

句

笑
戸

(4)
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み
ん
な

のひ
３
ば

写真 を ご希 望 の 方は .

広報係 へ ご 連絡 下 さい

● 21111

の

一
方
策
と
し
て
人
材
育
成
に

努
め
、
国
際
交
流
事
業
を
促
進

し
て
い
ま
す
＾

事
業
の

一
環
と
し
て
今
回
、

町
職
員
を
米
国
モ
ン
タ
ナ
州
内

に

一
年
間
派
遣
し
、
現
地
で
の

そ
こ
で
、
八
月

一
日
か
ら

一

年
間
米
国
モ
ン
タ
ナ
州
カ
リ
ス

ベ
ル
市
に
町
役
場
総
務
課
勤
務

の
後
藤
正
三
さ
ん

（３９
）
が
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
、
妻
の
勝
子
さ

ん
と
子
供
二
人

の
五
人
家
族
で

渡
米
さ
れ
ま
す
。

「家
族
で
行

っ
た
方
が
家
族

ぐ
る
み
の
交
流

が
で
き
、
交
流

範
囲
が
広
く
な

り
ま
す
。
単
身

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

知
り
た
い
情
報
を
町
役
場
担
当

窓

回
の
教
育
委
員
会
に
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
で
き
る

限
り
の
情
報
を
提
供
し
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
」
と
、
一
カ
月

後
に
渡
米
を
控
え
た
後
藤
さ
ん

に
抱
負
を
語

つ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
渡
米
さ
れ
て
か
ら
の
モ
ン
タ

ナ
州
で
の
様
子
は
、
今
後
本
紙

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

黎

―

崚
　
　
・・
　
一・　
・　
　
　

．ヽ

モンタナ州へ派遣される

ことになった後藤さん

●   ●

」L
)^、( ●   ●

町のシンボルとなる

マスコットデザインを募集します

A

X

投
稿
作
文

僕
は
、
十

一
年
間
生
き
て
き
て

ほ
ん
と
う
に
命
の
た
い
せ

つ
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
僕
の
じ
い
ち
ゃ
ん

は
五
月
十
九
日
の
五
時
九
分
に
、

み
ん
な
に
み
ま
も
ら
れ
て
な
く
な

り
ま
し
た
。

僕
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に
か
わ
い

が
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
じ
い
ち
や

ん
が
き
た
い
し
て
い
た
修
学
旅
行

の
と
き
に
は
、
僕
が
じ
い
ち
や
ん

に

「行

っ
て
く
る
よ
」
と
声
を
か

け
た
ら
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は
な
み
だ

を
な
が
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
九
日
の
夜
明
け
の

三
時
、
僕
は
起
き
て
病
院
に
行
き

ま
し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
は
も
う
三

回
も
し
ゅ
じ
ゅ
つ
を
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
で
じ
い
ち
や
ん
は
な
く

天
国
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ヘ

上
色
見
小
学
校
六
年

徳

　

丸

　

　

誠

な

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

僕
は
、
先
生
と
か
ん
ご
ふ
さ
ん

が
じ
い
ち
ゃ
ん
の
部
屋
に
入

っ
た

の
で
、
走

っ
て
行
き
ま
し
た
。
部

屋
に
入
る
と
心
で
ん
図
が
、
じ
い

ち
や
ん
の
胸
に
お
い
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
二
時
間
後
に
じ
い

ち
や
ん
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

僕
は
、
じ
い
ち
や
ん
と
の
思
い

出
は
か
ぞ
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
じ
い
ち
や
ん
が
元
気
だ

っ

た
こ
ろ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
械

に
の
っ
て
い
ま
し
た
。
じ
い
ち
や

ん
は
、
朝
は
早
く
か
ら
夜
は
お
そ

く
ま
で
は
た
ら
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
じ
い
ち
ゃ
ん
を
僕
は
そ
ん

け
い
し
て
い
た
し
、
好
き
で
し
た
。

で
も
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は
僕
の
と

こ
ろ
に
か
え

っ
て
き
ま
せ
ん
。
病

気
と
た
た
か

っ
て
き
た
じ
い
ち
や

ん
、
天
国
で
僕
た
ち
を
見
ま
も

つ

て
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
が
ん
ば
る
か
ら
ね
。
僕
は
、

じ
い
ち
ゃ
ん
の
死
に
よ

っ
て
、
命

の
た
い
せ
つ
さ
を
知
り
ま
し
た
。

町
づ
く
り
や
観
光
Ｐ
Ｒ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
マ

ス
コ
ッ
ト

（イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を
募
集

し
ま
す
。

「野
の
花
と
風
薫
る
郷
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
明
る
く
伸
び
行
く
町
を
象
徴
す
る
も
の
、

ま
た
、
ひ
と
め
見
て
南
阿
蘇

『
高
森
』
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
誰
に
で
も
親
し
み
や
す
い
も
の
を
考
え
て

く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格

一
般
公
募

（新
聞
掲
載
予
定
）

◇
応
募
締
切
り

平
成
５
年
９
月
３０
日

（当
日
必
着
）

◇
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
作
品

一
つ
を
描
き
、
簡
単
に
説

明
を
入
れ
る

（封
書
で
も
可
と
す
る
）
。
色
彩
は
間

わ
な
い
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
忘

れ
ず
に
記
入
す
る
こ
と
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
る
。

◇
応
募
先

〒
８
６
９
１
１
６
　
阿
蘇
郡
高
森
町
大
字
高
森

２
１
６
８
番
地
　
高
森
町
役
場
企
画
課

◇
審
査
及
び
発
表

審
査
委
員
会
に
て
審
査
（委
員
は
町
長
が
委
嘱
）

し
、
入
賞
作
品
は
本
人
あ
て
文
書
で
通
知
す
る
と

と
も
に

「広
報
た
か
も
り
」
に
掲
載
す
る
。

◇
賞・
特
賞
１
点
　
１０
万
円
と
賞
状

（採
用
作
品
）

・
入
賞
４
点
　
３
万
円
と
賞
状

・
特
別
賞
数
点

◇
そ
の
他

採
用
作
品
の
意
匠
権
は
高
森
町
に
帰
属
す
る
。

詳
し
く
は
、
町
役
場
企
画
課

へ
（②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

徳丸 誠 くん

(5)

対
象
と
な
る

農
地
と
は

農
地
法
で
い
う
農
地
と
は
、
「耕

作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
」

で
あ
り
、
そ
の
土
地
が
現
に
耕

作
さ
れ
て
い
る
限
り
、
土
地
登

録
簿
の
地
目
が
宅
地
、
山
林
、

原
野

（採
草
放
牧
地
は
含
ま
な

い
）
等
の
非
農
地
で
あ

っ
て
も

原
則
と
し
て
農
地
と
み
な
さ
れ
、

農
地
法
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
（現

況
主
義
）

農
地
の
売
買
、
貸
借
に
は

許
可
が
出
要

農
地
法
で
は
、
耕
作
目
的
で

農
地
の
売
買
、
貸
借
等
を
行
う

場
合
、
農
業
委
員
会
等
の
許
可

を
得
る
こ
と
と
し
、
こ
の
許
可

を
受
け
ず
に
行

っ
た
農
地
の
売

買

・
貸
借
等
は
法
律
的
に
無
効

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
許
可
の
際
の
基
準
と

な
る
農
地
を
受
け
手
農
家
の
要

件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
の
土
地
を
取
得
で
き
る

人
と
い
う
の
は
当
然
資
格
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
と
な
り
ま

す
。
資
格
要
件
に
は
、
面
積
要

件
と
労
働
要
件
が
あ
り
、
面
積

要
件
は
五
十
げ
‐
以
上
の
耕
作
（小

作
地
で
も
可
）
を
行

っ
て
い
る

者
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
面
積
の

中
に
は
畜
舎
等
の
農
業
用
施
設

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

労
働
要
件
は
、
常
時
農
作
業

に
従
事
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
常
時
従
事
者
と
は
、
年

間
百
五
十
日
以
上
を
い
い
ま
す
。

(1)

C===ゝ

く
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
補

完
す
る
目
的
で
昭
和
五
十
五
年

の
農
用
地
利
用
増
進
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
か

な
り
広
い
範
囲
で
農
地
法
の
欠

点
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

農
地
の
売
買

・
貸
借
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
農
地
法
は
、

昭
和
二
十
七
年
に
農
家
を
保
護

す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代

の
背
景
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
も
多

そ
こ
で
、　
こ
う

し
た
法
律
を
わ
か

り
や
す
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、

今
回
よ
り
農
地
の

権
利
関
係
を
は
じ

め
と
し
て
農
業
者

年
金
、
農
地
税
制
、

制
度
資
金
等
に
つ

い
て
連
載
し
て
説

明
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
今
回
は
、

農
地
法
と
農
地
利

用
増
進
法
に
よ
る

農
地
を
売
買
し
た
り
、
貸
借

し
た
り
更
に
転
用
し
た
り
す
る

に
は
、
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

国
際
交
流
事
業
で
米
国
モ
ン
タ
ナ
州
へ
職
員
を
派
遣

国
際
的
交
流
に
よ
る
町
づ
く
り

1洟繭 簗
緻
懺
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平
成
五
年
第
二
回
町
議
会
定
例
会
は
六
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
、
五
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に

一
億

四
千
百
四
十
八
万
六
千
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
十
七
議
案

（議
員
提
出
議
案
を
含
む
）

を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

●

道
路
改
良
費
な
ど
に

一
億
四
千
百
万
円
を
増
額

平
成
五
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ

一
億
四
千
百
四
十
八
万
六
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
四
十
七
億
百
四
十
八
万
六

千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
町
道
色

見
環
状
線
改
良
工
事
、
高
森
川
災

害
復
旧
工
事
や
温
泉
開
発
事
業
な

ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
に

千
三
百
十
万
九
千
円
を
増
額

平
成
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
千
三
百
十
万
九
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
八
億
九
千
九
百
六
十
九
万
六
千

円
と
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の

報

酬

改

定

町
消
防
団
員
の
年
報
酬
を
次
の

通
り
改
定
し
ま
し
た
。

団
　
長
　
　
一
一
七
、
○
○
○
円

副
団
長
　
　
　
八

一
、
○
○
○
円

本
部
員
　
　
　
六
七
、
○
○
○
円

分
団
長
　
　
　
六
三
、
○
○
○
円

部
　
長
　
　
　
三
六
、
○
○
○
円

班
　
長
　
　
　
二
九
、
○
○
○
円

団
　
員
　
　
　
三
二
、
○
○
○
円

可
決
し
た
議
案

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
四
年
度

高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算
）

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（高
森
町
税
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（高
森
町
国
民

保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
■
高
森
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
に
つ
い
て

■
高
森
町
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣

事
業
負
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
　
　
　
“

■
高
森
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
■
高
森
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
‐
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
及
び
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例

つ
い
て

■
高
森
町
嘱
託
駐
在
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
■
平
成
五
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

■
入
れ
歯
の
費
用
負
担
軽
減
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
郵
政
事
業
の
現
行
経
営
態
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
完
成
に
よ
り
、
公
衆
衛

生
の
向
上
及
び
生
活
環
境
の
改
善

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記
念
品
を
手
に
喜
び
の
本
田
さ
ん

県
厚
生
常
任
委
員
が
来
町

町
内
福
祉
施
設
を
視
察

熊
本
県
議
会
の
厚
生
常
任
委
員

会
視
察
団

（岩
下
榮

一
委
員
長

・

草
村
照
副
委
員
長
）
二
十
人
が
五

月
二
十
七
１１
と
二
十
八
日
の
両
日
、

本
町
を
訪
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム

『
梅
香
苑
」
と
精
神
薄
弱
者

更
生
施
設

『
高
森
寮
」
を
視
察
し

ま
し
た
。

多
様
化
す
る
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
実
際
に
現
場
を

見
学
し
て
福
祉
行
政
に
反
映
し
よ

う
と
訪
れ
た
も
の
で
す
。

二
十
七
日
に
梅
香
苑
を
視
察
し

た

一
行
は
、
一
一十
八
日
に
は
高
森

寮
を
視
察
。
寮
生
の
生
活
や
寮
の

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

環
境
破
壊
に
歯
止
め
を

文
化
協
会
総
会
で
講
演
会

町
文
化
協
会
の
総
会
が
六
月
二

十

一
日
、
町
商
工
会
館
に
会
員
約

五
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。総
会
で
は
、
先
に
行
わ
れ
た
理

事
会
で
承
認
さ
れ
た
新
入
会
員
の

紹
介
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案

を
承
認
し
て
終
り
ま
し
た
。

こ
の
後
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、

熊
大
名
誉
教
授
の
堀

一
夫
先
生
が

『
転
換
期
に
立

つ
人
間
』
と
題
し

て
講
演
。
「環
境
が
破
壊
さ
れ
る
前

に
人
間
が
破
壊
さ
れ
る
。
私
た
ち

の
消
費
生
活
が
環
境
と
バ
ラ
ン
ス

を
保

っ
て
生
き
て
い
く
に
は
何
が

必
要
か
。
転
換
の
時
期
を
迎
え
て

い
る
」
と
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

色
見
地
区
に
水
源
を
確
保

新
た
な
水
道
施
設
が
完
成

色
見
地
区
に
新
た
な
水
源
地
を

確
保
し
て
管
理
棟
な
ど
整
備
、
こ

の
ほ
ど
簡
易
水
道
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。

以
前
か
ら
の
平
原
水
源
だ
け
で

は
水
量
不
足
の
た
め
、
新
た
に
水

源
地
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
小
倉

原
に
水
源
を
確
保
、
厚
生
年
金

・

国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受
け
、

総
工
事
費
六
千
五
百
六
十
五
万
二

千
七
百
円
を
か
け
て
管
理
棟
、
取

水
ポ

ン
プ
、
電
気
計
装
を
整
備
、

合
わ
せ
て
老
朽
管
の
布
設
替
え
も

高森寮を視察する常任委員会

満100歳おめでとうございます。

高 森・森 檜木野シヅさん

上色見・洗川 ;本田  末 農 ん
楢木野シヅさん (明治25年 10月 29日 生れ)と 本
田末玉さん (明治26年 5月 27日 生れ)が満100歳に

なられたのを記念して、今村町長がそれぞれの自

宅を訪間、記念品を贈り祝福しました。

裁縫が好きと言われる楢木野さんは、娘の多美

子さん、瑳紀子さんと二人暮らし、つい最近まで

は毎日日記をつけておられたそうです。本田さん

は、2年前に妻のソメさんが亡くなられましたが、

今は 6人の家族に見守られて元気に過ごされてい

ます。

(9)

文化協会の総会で行われた講演会

新しく完成した小倉原水源地

錮

議会 だ よ り

三
役
等
の
報
酬
引
き
上
げ
な
ど

十
七
議
案
を
可
決

26人の傍聴者が訪れた定例町議会

●   ●

今
村
町
長
と
楽
し
く
話
を
さ
れ
る
櫓
木
野
さ
ん
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●

●

あ
た
り
の
田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら

れ
、
い
よ
い
よ
田
植
え
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
あ
る
日
、

自
水
村
の
中
松
に
あ
り
ま
す
二
十

七
番
光
照
寺
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

自
川
に
か
か
り
ま
す
祇
園
橋
を

わ
た
り
、
自
水
村

へ
と
入

っ
て
三

百
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
と
こ
ろ
か

ら
左
手
奥
に
光
照
寺
は
あ
り
ま
し

た
。
山
門
を
く
ぐ

っ
た
正
面
に
み

堂
が
あ
り
、
そ

っ
と
の
ぞ
い
て
み

ま
し
た
。

そ
こ
に
は
大
き
な
十

一
面
観
音

さ
ん
が
座
し
て
い
ま
し
た
。

台
座
か
ら
光
背
ま
で
ニ
メ
ー
ト

ル
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
観
音
さ
ん

で
、
そ
の
光
背
も
立
派
な
も
の
で

す
。
手
に
は
水
瓶
を
持
た
れ
、
威

風
堂

々
と
し
て
い
ら

つ
し
や
い
ま

す
。右
側
に
は
、
炎
状
の
ま

っ
赤
な

光
背
を
持

つ
不
動
明
王
が
、
本
尊

を
守
る
た
め
に
雄
々
し
い
姿
で
立

っ
て
い
ま
す
。

左
側
に
は
普
通
毘
沙
門
天
立
像

が
あ
り
、
足
の
下
に
は
、
仏
教
を

な
か
な
か
理
解
せ
ず
、
人
の
い
う

こ
と
を
聞
か
な
い
ひ
ね
く
れ
者
と

い
わ
れ
る
邪
気
を
踏
み
つ
け
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

獅
子
に
乗

っ
た

文
殊
菩
薩
な
ど

も
安
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

低
頭
を
す
ま

せ
、
み
堂
を
出

た
と
こ
ろ
で
大

き
な
石
柱
が
見

え
ま
す
。

高
さ
は
三
メ

ー
ト
ル
も
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
五
重
の
塔
で
、

光
照
寺
の
往
時
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

手
元
の
資
料
で
は
、
約
四
百
七

十
年
前
に
再
建
さ
れ
て
お
り
、
当

時
は
三
十
四
町
歩
も
の
境
内
を
誇

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
花
園
と
い
う
地

名
が
残

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
昔

こ
の
寺
に
供
え
る
た
め
の
花
畑
が

あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど

で
す
。
さ
て
、
光
照
寺
を
あ
と
に
し
て

今
度
は
二
十
八
番
正
通
寺

へ
行

っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

正
通
寺
は
正
遍
寺
の
ま
ち
が
い
で

し
た
。
ま
ち
が

っ
て
い
た
文
献
を
引
用

し
た
ば
か
り
に
こ
ん
な
こ
と
に
な

り
ま
し
て
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

国
道
３
２
５
号
を
西

へ
と
向
か

い
、
藤
本
医
院
の
約
百
メ
ー
ト
ル

先
を
左
に
折
れ
て
み
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
正
教
寺
の
大
き
な
屋
根

が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
付
近
で

は
め
ず
ら
し
い
桜
門
を
持

つ
そ
の

正
教
寺
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま

す
が
、
ち
や
ん
と
正
遍
寺
は
あ
り

ま
し
た
。

み
堂
の
中
に
は
、
小
さ
い
な
が

ら
も
や
さ
し
く
堂
々
と
し
た
十

一

面
観
音
さ
ん
が
座

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
い
つ
の
時
期
こ

の
み
堂
に
持
ち
込
ま
れ
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
薬
師
如
来
さ
ん
が

い
ら

つ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

か
な
り
痛
ん
で
は
い
ま
す
が
、

薬
師
如
来
さ
ん
の
脇
侍
と
な
り
ま

す
日
光

・
月
光
菩
薩
、
そ
れ
に
十

二
神
将
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

だ
け
そ
ろ

っ
て
い
れ
ば
、
貴
重
な

文
化
財
と
い
え
る
で
し
よ
う
。

み
堂
自
体
も
か
な
り
痛
ん
で
い

る
た
め
、
そ
の
壁
に
は
正
教
寺
の

住
職
山
村
亮
恵
さ
ん
の
み
堂
改
築

の
浄
財
を
募
る
手
記
が
掲
げ
て
あ

り
ま
し
た
。

入
り
口
近
く
に
、
初
夏
の
日
差

し
を
い
つ
ぱ
い
に
受
け
た
、
ま

っ

白
い
つ
つ
じ
が
咲
き
み
だ
れ
て
い

ま
し
た
。
次
回
は
、
二
十
九
番
堂
　
つ

山
寺

へ
と
向
か
い
ま
す
。

三
十
四
町
歩
も
の
境
内
を
誇

っ
た
と
さ
れ
る
光
照
寺

往
時
を
し
の
ば

せ
る
五
重

の
塔

高さ 3メ ー トルの五重の塔

威風堂々たる十一面観音さん



臨饉霰

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせください。

総務課

広報統計係

(出②llll)

ふ
し́
ヽ

“
ヽ

“
し
ヽ

三
千
人
の
聴
衆
う

っ
と
り

梅
雨
空
に
マ
ン
ド
リ
ン
の
音
響
く

沿道に花の苗を植える会員のみなさん

(8)

約3′ 000人の聴衆が訪れたコンサー ト会場

阿
蘇
の
野
の
花

に
さ
さ
げ
る
恒
例

の
音
楽
祭

「第
十

三
回
は
な
し
ぶ

コ

ン
サ
ー
ト
」
が
六

森
小
学
校
合
唱
団
に
よ
る

「君
を
の
せ
て
」

や

「野
に
さ
く
花
の
よ
う
に
」
の
合
唱
も
あ

り
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
第
五
回

「
て
る
て
る
坊
主

コ
ン

テ
ス
ト
」
の
投
票
も
あ
り
、
梅
香
苑
の
作
品

が
訪
れ
た
人
々
の
投
票
に
よ
り
金
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
が

花
の
苗
三
千
本
を
植
栽

月
二
十
七
日
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
野
草
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
梅
雨
の
季
節
に
薄

紫
色
の
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
る

ハ
ナ
シ
ノ

ブ
の
美
し
さ
に
引
か
れ
た
、
熊
本
市
在
住
の

作
曲
家
林
田
戦
太
郎
さ
ん
が
、
昭
和
五
十
六

年
に
本
町
草
部
の
自
生
地
で
演
奏
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
翌
年
か
ら
休
暇
村
に
会
場
を
移

し
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
年
ぶ
り
の
好
天
に
恵
ま
れ
た

コ
ン
サ
ー

ト
会
場
に
は
町
内
外
か
ら
約
二
千
人
の
聴
衆

が
詰
め
か
け
、
尚
網
高
校

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
の

「黒
歌
烏
の
飛
行
」
や

「ゆ
か
い
な
フ

イ
ン
ケ
ン
ポ

ル
カ
」
の
ほ
か
、
林
田
戦
太
郎

さ
ん
作
曲
の
組
曲

一は
な
し
の
ぶ
」
な
ど
の

演
奏
に
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高

5回 目を数えた「てるてる坊主コンテスト」

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の

一
環
と

し
て
上
色
見
の
老
人
ク
ラ
ブ

「和

楽
会
」
（荒
牧
善
晴
会
長
５５
人
）
に

よ
る
花
苗
の
植
栽
が
六
月
十

一
日
、

上
色
見

。
前
原
の
町
道
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

鍋
の
平
キ
ヤ
ン
プ
場

へ
通
じ
る

道
で
も
あ
る
の
で
、
花
街
道
に
し

て
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。こ
の
日
は
、
午
前
八
時
半
か
ら

３５
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
町
道

に
会
員
各
自
が
自
宅
で
育
て
た

コ

ス
モ
ス
二
千
本
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
の

苗
千
本
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

●

●


